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小さなことから協力を
JFTD・花キューピット協同組合　常任顧問

石　川　君　子

　今年の夏はことのほか暑く、花の消費も芳しくな

かった。花産業関係者は、それぞれに努力しているこ

とと思うが、こんな時はどうしたらよいのだろうか。

　花の小売業者の団体の仕事をして、ようやく 2 年半

になる。一口に小売と言っても、その売り方は多様で、

ウエディングや葬儀、いけばな花材、法人向け、通信

配達や店頭売りなど、かなり専門化していて、全体像

を捉えるのは難しい。また、それぞれの関心ごとや利

害も異なる。種苗業者や生産者、市場などはどうなの

であろうか。

　花の消費を伸ばすためには、個々の小売店の経営戦

略やサービスの向上はもちろん重要である。しかし、

それだけでは、花の消費は伸びそうもない。花業界は

消費者の信頼を得ているのだろうか。車や電気製品や

化粧品は、世界のトップブランドとなった。食料品も、

BSE の発生を契機として、トレーサビリティの取り組

みなど、消費者の信頼を得るための努力をしている。

花も新鮮で魅力的な商品を提供できるよう、業界あげ

て取り組む時ではないだろうか。花産業関係者は、他

産業や他国と比較して、消費者の信頼を得るための努

力や情報公開をしているだろうか。生鮮品の品質管理

に気を配ることは、産業の基本である。しかし、中小

零細企業の集合である花産業が、川上から川下まで、

ひとつの目標に向けて協力することは現状ではなかな

か難しい。

　花産業関係者が集まって、消費者の目線に立って、

花産業のグランドデザインを描くことはできないだろ

うか。そして、そのデザインに沿って、何か小さなこ

とから協力の輪を広げていくことはできないのだろう

か。

　いいえ、もっと簡単に、何か協力してやって見ませ

んか。自分の分野や仲間の範囲を超えて手を繋いで何

かやってみませんか。語り合い、お互いの経験や知識

を交換し、罵り合い、何かを生み出してみようではあ

りませんか。
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